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朝鮮人業者と契約し慰安所を転々とした慰安婦の証言 

「契約書がない」というラムザイヤー論文に対する批判への反証 

（李宇衍：『反日種族主義』共同執筆者） 

2021.3.7（日）（JBpress） 

韓国・北朝鮮 政治 時事・社会  

 ラムザイヤー教授に対する批判は、契約や契約書がないことに集中している。法律の教

科書を見ると、「契約」の本質は「意思表示の合致」である。「契約書」はその「証拠」に

すぎない。にもかかわらず、「契約書」の存否にのみこだわる人が多いので、契約と契約

書の存在を立証する事例を示そう。 

 ここで取り上げるのは、「中国に連れていかれた朝鮮人軍慰安婦 2」（韓国挺身隊研究

会著、ハンオル、2003）に出てくるヒョン・ビョンスクの証言である。娘が親に売られて

売春婦や慰安婦になるケースが非常に多かったことは、すでに何度も述べている。ここで

はそのような状況において、契約が結ばれて契約書が作られていたことを証明するため、

この本に書かれている証言の中から重要だと思われる部分を抜粋する。 

 

ペ・ジュンチョル（質問者）：その店からいくらもらって行ったんですか？ 

──500ウォンだよ。期限は 2年でね。その 500ウォンは父と母にあげたの。2年経って

家に帰ってきたんだけど、家でぼうっとしててもしょうがないし、またほかの所へ行って

お金を稼いで、父と母にあげようと思って。村にはいないつもりだった。 

 証言者のヒョン・ビョンスクには、酒場で働いていた経歴があった。売春を兼ねていた

と思われる。2年の務めを終えて家に帰ってくると兄から結婚するように言われ、ならば

いっそのこと、またお金を稼ぎに行こうと考えたのだ。そこで人を探すことにする。 

──だから朴哥（パク・カ）って人に会いに、博川（パクチョン、平安北道）へ行った

の。ある旅館に行って、「女性を買いに来たって聞いたけど、この辺のどこにいますか」

って聞いたら、「あそこの旅館だよ。中国から女性を買いに来たってさ。行ってごら

ん」。それで行ってみたら・・・、男が一人座ってた。「女性を買いに来たんですか」と

聞くと「若いお嬢さんがどうしたのかね」と聞くから「私も中国へお金を稼ぎに行きたい

です」と言ったの。 

ペ・ジュンチョル：おばあさんはその時、中国に行って何をするのか知ってましたか。 

──知ってたよ。 

ペ・ジュンチョル：日本の軍人を大勢相手にすることも知ってましたか。 

──もちろん。 

https://jbpress.ismedia.jp/subcategory/%E9%9F%93%E5%9B%BD%E3%83%BB%E5%8C%97%E6%9C%9D%E9%AE%AE
https://jbpress.ismedia.jp/subcategory/%E6%94%BF%E6%B2%BB
https://jbpress.ismedia.jp/subcategory/%E6%99%82%E4%BA%8B%E3%83%BB%E7%A4%BE%E4%BC%9A
http://www.yes24.com/Product/Goods/387146
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%9A%E5%B7%9D%E9%83%A1
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 彼女はその人が何のために女性を買いに来たのか、よく知っていた。続いて、彼女は契

約条件の交渉に乗り出す。 

 

親がその場にいなければ支払われなかった前借金 

ペ・ジュンチョル：そういう話をどこで聞いたんですか。 

──うわさで聞いたよ。いろんな話を聞いてね。あちこち歩き回ってから見つけたの。そ

れで、私を買うかって聞いたら買うって。いくら欲しいかって聞かれて「うちの父と母が

困るから、3年を期限にいくらくれる？」って聞いたら「2000ウォンあげよう」と言われ

た。だから、「2000ウォンじゃあ、1年で 1000ウォンにもならないよ。1年に 1000ウォ

ン欲しい」と言ったら「いいだろう。3000ウォンにするから、家に帰って親の同意を得て

きなさい」ってなって。 

 前回の寄稿で述べたように、慰安婦として就職するためには戸主、つまり父親の承認が

必要だった。ヒョン・ビョンスクの父親も最初は反対するが、娘に強くせがまれて、結局

は承諾する。無論、父親も娘がどんな仕事をするのか承知していた。 

ペ・ジュンチョル：「ハンコはもらえましたか」 

──もちろんだよ。父か母を連れていったらお金をもらえたの。それに、祖父や祖母のハ

ンコももらえって。当時は厳しかったんです。 

ペ・ジュンチョル：「それは何歳でしたか」 

──16歳になってたと思うよ。酒場にも 2年くらいいたからね。祖父と祖母のハンコまで

もらえなんて。ハンコを押してくれるか心配で。父なら私の話を信じてくれる。だから父

の手を引っ張って川辺に連れてって話したの。「お父さん、女性を買いに来た人がいるん

だけど、いくらいくらくれると言うから、遠い所へお金を稼ぎに行きたい」。父にいい暮

らしをさせてあげたかったし、好きなものを食べさせてあげたくて。「お父さん、私を働

かせて」。 

 この場合、前借金はその場に親がいなければ支払われなかった。そして、両親と祖父母

の同意と捺印が必要だった。父親だけでなく、母親と祖父母の同意と捺印まで必要な理由

は分からないが、連帯保証人だったものと思われる。これが契約でなくて何であろうか。

契約条件の一つとして、娘をほかの所に売り渡すなという要求を付ける。 
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──「それなら行かせてやろう」と父が言って、父と母の名前を書いてからハンコを押し

てくれた。「おじいさんとおばあさんのハンコも欲しいって。どうしよう、お父さん」と

言うと「じゃあ父さんが書いてやる」。父が書いてから祖父と祖母のハンコを押して、そ

れからみんなの同意をもらった。それを持って博川へ行ったの。父は「あなたに売るのだ

から娘をほかの所に売り渡さないように」。そんな約束をした。私が「父はこう要求して

ますけど」って言ったら、「それはあなたの好きにしていい」と言われて「分かりまし

た。行きましょう」ってなったの。 

 

慰安所を転々としたヒョン・ビョンスク氏 

 父親が自分で名前を書いて捺印した。恐らく契約書だったはずだ。このようにして彼女

は再び売春婦として働くことになる。だが、最初に行った場所では客をあまり取れなかっ

たという。彼女は自分の外見のせいだったと述べている。そのため、中国の奉天（瀋陽の

旧名）に移ることを決心する。 

 

──しかたないでしょ。そこではお客さんを一人も取れないんだから。私はブスだから

ね。お客さんはきれいな女性を選んでいくのよ。ブスなんて誰が選ぶと思う。そこには女

性がたくさんいたね。20～30人くらいいたかな。全員朝鮮人女性だったよ。私を買って連

れてきた人の息子に「私、ここにいたら借金を全部返せないから、ほかの所に行かせて」

と言ったら、「お前のお父さんと、ほかの所には行かせないっていう契約を書いたか

ら・・・」と言われた。「本人が承諾してるから大丈夫です」と言ったら「じゃあ奉天の

紹介所に行って、誰かが買ってくれたら、こちらはそのお金をもらおう」と言うの。「利

子はどうしますか」と聞いたら「利子はいい。頑張って働いて家に帰れ」と。 

 ほかの人には売り渡さないという「契約書を書いた」という。転売しないと契約書に書

いたのだ。契約書があったのは間違いない。売春婦になってからの転売の過程もここから

分かる。前借金に対する債権は、そのまま新しい買い手に移される。そのお金について

は、利子を受け取る場合もあれば、免除してくれる場合もあったようだ。彼女が移転した

奉天の売春宿または慰安所は、民間人と日本軍が共同で利用する所だった。 

ペ・ジュンチョル：おばあさん、ところでその店には主にどんな客が来るんですか 

──軍人も来るし、個人も来るし、いろんな人が来るよ。 

https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-601023.php
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 彼女は残念なことに、奉天でもお金を稼ぐことができなかった。そこで今度は軍隊に付

いていくことを決め、安徽（あんき）省の蚌埠（ほうふ）に移る。そこの慰安所のオーナ

ーも朝鮮人だった。 

 

──ここにはいられないって私は言ったの。軍隊が行く村に行ってお金を稼がなくちゃい

けないと。だから奉天からほかの所へ行くって志願して、蚌埠へ行ったのさ。 

ペ・ジュンチョル：おばあさんの前借金 3000ウォンは、蚌埠のオーナーにそのまま渡っ

たんですね。 

──はい。 

ペ・ジュンチョル：蚌埠のオーナーも朝鮮人ですか。 

──はい。みんな朝鮮人です。 

 

転売条件もあった慰安婦 

 彼女は中国のある場所から奉天、蚌埠へと移っていった。最初の店は一般の売春宿と思

われるが、詳しくは分からない。奉天の店は軍人と一般人が共同で利用する場所、蚌埠は

日本軍専用の慰安所と思われる。最初の店が一般の売春宿だったなら、彼女の経路を見る

かぎり、一般の売春婦が日本軍慰安婦になる過程は非常に単純で容易だったことを意味す

る。新しい慰安所業者に「売り渡す」ことで十分だったのだ。売春宿のオーナー間で売春

婦の転売が簡単にできたように、売春宿の主人が彼女を軍慰安所に転売するのはさほど難

しくはなかっただろう。 

 ここで提示した事例を見ると、慰安婦になるために契約書を作成したことは間違いな

い。もちろん契約書なしの口頭契約で処理するケースもあったはずだ。この事例で明らか

なのは、「契約」と「契約書」があったことである。朝鮮で契約を結ぶ時、すでに中国へ

行って日本軍人を相手にすることを明確に知っていたからだ。 

 また、前借金の額は交渉を通じて決められ、契約期間が明らかであり、転売に関する条

件もあった。戸主などの同意や捺印も必要だった。慰安婦とその親は日本の軍人を相手に

どんな仕事をするのかも、転売が行われる場合に前借金が新しい業者に移るということも

知っていた。契約だったことを立証するために、これ以上、何が必要だろうか。（翻訳：

金光英実） 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%9A%8C%E5%9F%A0%E5%B8%82

